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１．はじめに 

 
図‐１ PASTELの開発運用経緯 

 

 

図－２ PASTELの位置付け 

 

この１０年あるいは１５年の経緯の中で大学教育が大きく変わったと

思われる点があります．それは，特に工学系の大学教育において教育の

目的やその手法およびそれらを評価するシステムを明確にすることが

求められるとともにその証拠資料も求められることになったことです．

著者が所属する理工学部の学科では日本技術者教育認定機構（JABEE）

の認定を受けるための対応が必要となりましたが，これは先の事柄の端

的な事例です．このことを契機に授業アンケートや学生情報の教員間で

の共有等のための Web システムを平成２０年に開発し，通称，PASTEL

（ Personal Assist Tool for Education and Learning）と呼んでいま

す．当初１学科を念頭においたシステムでしたが，理工学部全学科対応

する改修を経て，全学部への対応を検討したものです．図‐１は経緯を

示したものです．また，この Web システムは，当然のことながら図-２

に示すように，大学が運用しているポータルサイトに対する補完的な位

置づけのシステムです． 

 

２．主な機能の概要 

（１）学生カード 

 

図－３ 学生カード 

学生カードは，教員が学生への教育・指導のための支援機能で，学生等

の連絡先，学生の単位取得，履修状況，出身高校，入試形態，学生の顔

写真（教員が学生の了解を得た写真），教員との面談記録等の情報を表

示する． 

（２）授業評価アンケート 

 

図－４ 授業評価アンケート 

 

 

授業評価アンケートの機能は，教員が担当科目のアンケートを設定し，

学生が回答するとともに，その集計をサーバ側で行う機能です．集計

の中で学生の自己評価，授業担当者への総合評価と成績との関係を表

示する内容あり，集計結果を JABEE 用の証拠資料として６ページ程度

にわたるＰＤＦファイルとして取得できます． 

（３）その他 

 

図－５その他（履修一覧，レポート受取等） 

その他に教員の担当科目と履修者の一覧の表示やレポートをファイル

として受け取る機能，自由記述式のアンケート等の機能があります． 

  

 

図－６ 教育課程一覧による成績表示（一部，卒業要件） 

 

 

図－７ 平均点順によるクラス別表示の例 

 

さらに教育課程一覧による成績表示や学科の学年クラス別による平均

点順による表示や，ここでは表示していませんが，学籍簿順の表示の

機能があり，この表示においては入学形態，出身校等も表示するよう

になっています．（表示は一部伏字にしてあります．また，参考例とし

て表示しているため実際とは異なる場合があります．） 

 

３．全学対応への展望と課題 

今まで運用されてきている Web システム（PASTEL）は授業評価アンケ

ートの実施やその証拠資料などの作成など教員負担の軽減，学生指導

等のための教員間情報共有に寄与してきています．今後は，わかりや

すい表示にすることや図―７の例で示すように在学時の履修状況ばか

りでなく入学形態，出身校などデータの結合による情報提供が可能で

す．これらのことは学部・学科により固有なニーズがあるとともに模

索的な過程があるため，学生の情報等が漏洩しないためにもこのよう

な模索過程をふくめて大学が一元管理し，それぞれの学科のニーズに

応じたシステムの構築等を目指すことが必要と考えられます． 


